
伊唐大橋　全体一般図（その１）

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研

S=1:1,200伊唐大橋　全体一般図（その１）
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伊唐大橋　全体一般図（その２）

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研

伊唐大橋　全体一般図（その２）

側　面　図

令和５年３月２４日

(TEL 099-222-8700)

3　／　64図　示

設 計 条 件

橋　　種

橋梁形式

橋　　格

橋　　長

支 間 長

幅　　員

道路規格

設計速度

平面線形
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鉄　　筋
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基　　礎
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２等橋（但し、床版はＴ－２０で設計）
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伊唐大橋 下部工一般図（その２）

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研

側　面　図

下部工（Ｐ３橋脚）

正　面　図 S＝1:200 S＝1:200 平　面　図 S＝1:200
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S=1:200伊唐大橋 下部工一般図（その２）

令和５年３月２４日

(TEL 099-222-8700)
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伊唐大橋 下部工一般図（その３）

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１
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伊唐大橋 下部工一般図（その３）

令和５年３月２４日

(TEL 099-222-8700)

6　／　64図　示
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伊唐大橋 補修一般図[P1-P3.5]

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研

伊唐大橋 補修一般図[P1-P3.5]

令和５年３月２４日

(TEL 099-222-8700)

①断面修復工

工法一覧表

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(ｼﾗﾝ系orけい酸ﾅﾄﾘｳﾑ系)

⑤斜材定着管防食工

⑥防食被覆工(鋼管杭)

コンクリート補修工

凡　例

表面含浸工

補修工事一覧表

主桁(桁外面)補修工

上部工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

⑦吊足場工

⑦吊足場工

⑧指定仮設工

主桁(箱桁内)補修工
①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(シラン系)

④支承防錆工(委託4-3で計上)支承補修工

④支承防錆工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(けい酸ﾅﾄﾘｳﾑ系)

⑧指定仮設工

P2橋脚補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(けい酸ﾅﾄﾘｳﾑ系)

⑧指定仮設工

P3橋脚補修工

下部工

⑥防食被覆工(鋼管杭)

⑥防食被覆工(鋼管杭)

⑤斜材定着管防食工鋼材防食工

3
0
0
0
0

30000

10000

1800 43100 120000

300

130000

294100

長島町役場 伊唐島

P1 P2 P3 P3.5

H.W.L 1.950(朔望平均満潮位)

1800

43100 250000300

6500 15 × 8000 = 120000 130000

2
4
5
5
9

9000

1
7
5
5
0

10000 30000

ＭＦ Ｍ
Ｍ

36600

防食被覆工(鋼管杭)

1
1
0
0
0

主桁(桁外面)補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(シラン系)

⑦吊足場工

P3橋脚補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工

　(けい酸ナトリウム系)

⑥防食被覆工(鋼管杭)

⑧指定仮設工

P2橋脚補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工

　(けい酸ナトリウム系)

⑥防食被覆工(鋼管杭)

⑧指定仮設工

鋼材防食工

⑤斜材定着管防食工

主桁(桁外面)補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(シラン系)

⑦吊足場工

主桁(箱桁内)補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

主桁(桁外面)補修工

①断面修復工

②ひびわれ注入工

③表面含浸工(シラン系)

⑦吊足場工

長島町役場 伊唐島

7　／　64図　示

16901060550013501400

11000

3000 3250

525600

60062501500400

600525 8750

11000

2
00

0

構造物CL 道路CL

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

平面図 S=1:500

側面図 S=1:500

P3.5

標準断面図 S=1:100
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伊唐大橋 補修図(その１８)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

ひびわれ注入工 詳細図
エポキシ樹脂注入剤３種

※ひびわれ注入は、ひびわれ幅0.2mm以上の
　ものに対して実施すること。
※注入器の配置間隔は25cmを基本とすること。
※ひびわれは、施工前に再調査して実施箇所
　を決定すること。

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器(低圧圧入式)

2.4850 0.0747

No.

1

0.2mm～1.0mm未満

幅(mm)

0.30

0.30

長さ(m)

5.900

3.850

幅×長さ

1.770

1.1552

0.30 1.450 0.4353

0.30 4.850 1.4554

0.30 1.900 0.5705

0.30 4.550 1.3656

ひびわれ注入工　数量一覧表

0.30 0.400 0.1207

0.30 1.000 0.3008

0.30 5.500 1.6509

0.30 3.050 0.91510

0.30 6.600 1.98011

0.30 2.320 0.69612

0.30 2.810 0.84313

0.30 3.300 0.99014

0.30 6.850 2.05515

0.30 5.400 1.62016

17 0.30

0.30

1.700

6.950

0.510

2.08518

0.30 3.300 0.99019

0.30 6.600 1.98020

0.30 2.580 0.77421

0.30 1.150 0.34522

0.30 2.500 0.75023

0.30 6.700 2.01024

0.30 7.450 2.23525

0.30 24.150 7.24526

0.30 14.750 4.42527

0.30 4.950 1.48528

0.30 0.850 0.25529

0.30 2.100 0.63030

0.30 3.550 1.06531

0.30 2.230 0.66932

0.30 2.100 0.63033

0.30 3.200 0.96034

35

合計

平均ひびわれ幅(Σ(幅×長さ)/長さ合計)

0.30

0.30

t=

2.400

3.750

253.290

0.30

0.720

1.125

75.987

mm

36

0.30 4.100 1.23037

0.30 3.750 1.12538

0.30 3.300 0.99039

0.30 3.300 0.99040

0.30 5.100 1.53041

0.30 0.950 0.28542

0.30 1.300 0.39043

0.30 1.900 0.57044

0.30 6.000 1.80045

0.30 0.550 0.16546

0.30 0.550 0.16547

0.30 0.700 0.21048

0.30 5.100 1.53049

0.30 1.500 0.45050

0.30 2.000 0.60051

0.30 1.400 0.42052

0.30 2.600 0.78053

0.30 2.500 0.75054

0.30 1.500 0.45055

0.30 0.850 0.25556

0.30 2.200 0.66057

0.30 4.400 1.32058

0.30 1.550 0.46559

0.30 1.150 0.34560

0.30 1.100 0.33061

0.30 0.650 0.19562

0.30 1.050 0.31563

0.30 4.450 1.33564

0.30 2.300 0.69065

0.30 1.600 0.48066

0.30 4.900 1.47067

0.30 4.000 1.20068

0.30 2.100 0.63069

0.30 2.200 0.66070

0.30 0.700 0.21071

0.30 5.400 1.62072

0.30 1.900 0.57073

1
7

1
8

1
9

1
6

1
5

1
4

1
3

1
2

1
1

1
0

9

1
7

1
8

1
9

1
6

1
5

1
4

1
3

1
2

1
1

1
0

9

断面修復工(防錆無)　数量一覧表

部位

下部工

合計

損傷番号

74

縦(mm)

450

横(mm)

450

面積(m2)

0.2025

深さ(m)

0.03

－

体積(m3)

0.0061

〃 75 100 100 0.0100 0.03 0.0003

〃 76 100 100 0.0100 0.03 0.0003

〃 77 400 200 0.0800 0.03 0.0024

〃 78 400 400 0.1600 0.03 0.0048

〃 79 400 100 0.0400 0.03 0.0012

〃 80 150 150 0.0225 0.03 0.0007

〃 81 150 1500 0.2250 0.03 0.0068

〃 82 100 550 0.0550 0.03 0.0017

〃 83 100 400 0.0400 0.03 0.0012

〃 84 1000 1000 1.0000 0.03 0.0300

〃 85 400 400 0.1600 0.03 0.0048

86 600 800 0.4800 0.03 0.0144〃

伊唐大橋 補修図(その１８)

下部工(P3橋脚 上部)

S=1:100

対
象

(外側)(内側)

P2側 P4側 P4側 P2側

正面図 (P2側) 正面図 (P4側)

(内側) (外側)

P4側 P2側 P2側 P4側

1-1断面 2-2断面 3-3断面 4-4断面

1

2

12

3

4

43

3

4

34 21

1

2

 

(北側) (南側) (北側)(南側)

断面修復工 詳細図
(鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理を含まない)

下地処理
プライマー塗布

はつり出す
表面から30mm程度

10mm程度
カッター目地

10mm程度
カッター目地

※施工前に再調査を行い、施工箇所及び数量を決定すること。
※寸法値は、断面はつり作業状況に応じて確認、変更のこと。

ポリマーセメントモルタル

25　／　64S=1:100

令和５年３月２４日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75 76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86
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伊唐大橋 補修図(その１９)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

ひびわれ注入工 詳細図
エポキシ樹脂注入剤３種

※ひびわれ注入は、ひびわれ幅0.2mm以上の
　ものに対して実施すること。
※注入器の配置間隔は25cmを基本とすること。
※ひびわれは、施工前に再調査して実施箇所
　を決定すること。

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器(低圧圧入式)

No.

1

0.2mm～1.0mm未満

幅(mm)

0.30

0.30

長さ(m)

8.100

6.850

幅×長さ

2.430

2.0552

0.30 2.500 0.7503

0.30 5.050 1.5154

0.30 8.350 2.5055

0.30 2.000 0.6006

ひびわれ注入工　数量一覧表

0.30 6.000 1.8007

0.30 8.000 2.4008

0.30 8.300 2.4909

0.30 5.300 1.59010

0.30 16.050 4.81511

0.30 11.650 3.49512

0.30 17.650 5.29513

0.30 19.650 5.89514

0.30 9.750 2.92515

0.30 8.000 2.40016

17 0.30

0.30

11.700

6.800

3.510

2.04018

0.30 12.900 3.87019

0.30 14.000 4.20020

0.30 9.800 2.94021

0.30 11.750 3.52522

0.30 10.050 3.01523

0.30 13.350 4.00524

0.30 2.400 0.72025

0.30 5.900 1.77026

0.30 26.250 7.87527

0.30 3.800 1.14028

0.30 2.350 0.70529

0.30 3.000 0.90030

0.30 7.450 2.23531

0.30 0.650 0.19532

0.30 4.550 1.36533

0.30 3.650 1.09534

35

合計

平均ひびわれ幅(Σ(幅×長さ)/長さ合計)

0.30

0.30

t=

3.900

5.250

459.970

0.30

1.170

1.575

137.991

mm

36

0.30 6.950 2.08537

0.30 6.000 1.80038

0.30 14.150 4.24539

0.30 9.400 2.82040

0.30 0.400 0.12041

0.30 0.950 0.28542

0.30 18.850 5.65543

0.30 3.200 0.96044

0.30 4.950 1.48545

0.30 9.750 2.92546

0.30 7.000 2.10047

0.30 13.250 3.97548

0.30 1.200 0.36049

0.30 0.850 0.25550

0.30 3.650 1.09551

0.30 2.150 0.64552

0.30 2.140 0.64253

0.30 5.750 1.72554

0.30 7.600 2.28055

0.30 3.350 1.00556

0.30 19.600 5.88057

0.30 2.000 0.60058

0.30 0.200 0.06059

0.30 2.580 0.77460

0.30 5.250 1.57561

0.30 4.400 1.32062

0.30 0.200 0.06063

0.30 1.500 0.45064

2.2300 0.0670

800 200 0.1600 0.03 0.0048

150 2550 0.3825 0.03 0.0115

800 200 0.1600 0.03 0.0048

800 200 0.1600 0.03 0.0048

800 200 0.1600 0.03 0.0048

350 150 0.0525 0.03 0.0016

800 200 0.1600 0.03 0.0048

200 800 0.1600 0.03 0.0048

200 800 0.1600 0.03 0.0048

200 800 0.1600 0.03 0.0048

200 800 0.1600 0.03 0.0048
9

8
7

6
5

4
3

2
1

9
8

7
6

5
4

3
2

1

断面修復工(防錆無)　数量一覧表

部位

下部工

合計

損傷番号 縦(mm)

100

横(mm)

200

面積(m2)

0.0200

深さ(m)

0.03

－

体積(m3)

0.0006

〃

65

200 400 0.0800 0.03 0.0024

〃

66

100 650 0.0650 0.03 0.0020

〃

67

200 800 0.1600 0.03 0.0048

〃

68

150 200 0.0300 0.03 0.0009

〃

69

〃

70

〃

71

〃

72

〃

73

〃

74

〃

75

76

〃 77

〃 78

〃 79

〃 80

伊唐大橋 補修図(その１９)

下部工(P3橋脚 中部)

S=1:100

令和５年３月２４日

26　／　64S=1:100

対
象

正面図 (P4側)

(外側)
(内側)

P2側 P4側 P4側 P2側

(外側)

P2側 P4側

1-1断面 4-4断面2-2断面正面図 (P2側)

(内側)

P4側 P2側

3-3断面

34

34 21

21

4312

12 43

(北側) (南側) (北側)(南側)

断面修復工 詳細図
(鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理を含まない)

下地処理
プライマー塗布

はつり出す
表面から30mm程度

10mm程度
カッター目地

10mm程度
カッター目地

※施工前に再調査を行い、施工箇所及び数量を決定すること。
※寸法値は、断面はつり作業状況に応じて確認、変更のこと。

ポリマーセメントモルタル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

42

41

43

44

45

46

47

48

50

49 58

51

52

53

54

55

56

57

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72 73 74

75

77

76

78 79

80
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伊唐大橋 補修図(その２０)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

No.

1

0.2mm～1.0mm未満

幅(mm)

0.30

0.30

長さ(m)

33.500

39.000

幅×長さ

10.050

11.7002

0.30 27.900 8.3703

0.30 2.200 0.6604

0.30 28.070 8.4215

0.30 39.000 11.7006

ひびわれ注入工　数量一覧表

0.30 27.900 8.3707

0.30 8.700 2.6108

0.30 20.000 6.0009

0.30 31.400 9.42010

0.20 0.500 0.10011

0.20 1.300 0.26012

0.20 0.500 0.10013

0.20 0.700 0.14014

0.20 1.000 0.20015

0.30 1.350 0.40516

17 0.30

0.30

1.000

0.800

0.300

0.24018

0.20 1.200 0.24019

0.20 0.600 0.12020

0.30 1.350 0.40521

0.30 1.050 0.31522

0.30 1.000 0.30023

0.30 1.050 0.31524

0.30 23.250 6.97525

0.20 27.700 5.54026

0.30 5.350 1.60527

0.30 1.050 0.31528

0.30 1.100 0.33029

0.30 0.850 0.25530

0.30 0.800 0.24031

0.30 1.100 0.33032

合計

平均ひびわれ幅(Σ(幅×長さ)/長さ合計)

t=

332.27

0.29

96.331

mm

断面修復工(防錆無)　数量一覧表

部位

下部工

合計

損傷番号 縦(mm) 横(mm) 面積(m2)

0.1600

深さ(m)

－

体積(m3)

0.0048

800 200 0.1600 0.03 0.004833

断面修復工 詳細図
(鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理を含まない)

下地処理
プライマー塗布

はつり出す
表面から30mm程度

10mm程度
カッター目地

10mm程度

カッター目地

※施工前に再調査を行い、施工箇所及び数量を決定すること。
※寸法値は、断面はつり作業状況に応じて確認、変更のこと。

ポリマーセメントモルタル

ひびわれ注入工 詳細図
エポキシ樹脂注入剤３種

※ひびわれ注入は、ひびわれ幅0.2mm以上の

　ものに対して実施すること。
※注入器の配置間隔は25cmを基本とすること。
※ひびわれは、施工前に再調査して実施箇所
　を決定すること。

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器(低圧圧入式)

S=1:200

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

伊唐大橋 補修図(その２０)

下部工(P3橋脚 下部)

1 3

2

4

5

6

7

8

99

10

11 12

13

14

15

16
17

18 19

20

22
21

23 24

25 26

27

28

29 30

31
32

33

(内側) (外側)(外側)(内側)

P2側 P4側 P4側 P2側 P4側 P2側 P2側 P4側
1-1断面

3-3断面 4-4断面2-2断面

正面図 (P2側)

(北側)

12

(南側)

3 4

1

2

3

4

正面図 (P4側)

(北側)

1 2

(南側)

34

1

2

3

4

令和５年３月２４日

27　／　64S=1:200

対
象
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(上面) (下面)

P2側 P4側

 

P2側 P4側

伊唐大橋 補修図(その２１)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

No.

1

0.2mm～1.0mm未満

幅(mm)

0.30

0.30

長さ(m)

1.000

1.000

幅×長さ

0.300

0.3002

0.30 0.900 0.2703

0.20 2.200 0.4404

0.20 2.800 0.5605

0.20 1.200 0.2406

ひびわれ注入工　数量一覧表

0.30 2.500 0.7507

0.30 1.000 0.3008

0.20 1.300 0.2609

0.20 1.300 0.26010

0.20 1.200 0.24011

0.20 2.000 0.40012

0.20 0.500 0.10013

0.20 1.300 0.26014

0.20 2.000 0.40015

0.20 1.100 0.22016

17 0.20

0.20

1.100

1.100

0.220

0.22018

0.20 1.100 0.22019

0.20 1.700 0.34020

0.20 1.500 0.30021

0.20 1.300 0.26022

0.20 2.200 0.44023

0.20 0.600 0.12024

0.20 2.500 0.50025

0.20 1.000 0.20026

0.20 1.600 0.32027

0.20 1.200 0.24028

0.20 1.600 0.32029

0.20 3.000 0.60030

0.20 1.000 0.20031

0.20 1.400 0.28032

合計

平均ひびわれ幅(Σ(幅×長さ)/長さ合計)

t=

149.80

0.21

30.320

mm

ひびわれ注入工 詳細図
エポキシ樹脂注入剤３種

※ひびわれ注入は、ひびわれ幅0.2mm以上の
　ものに対して実施すること。
※注入器の配置間隔は25cmを基本とすること。
※ひびわれは、施工前に再調査して実施箇所
　を決定すること。

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器(低圧圧入式)

断面修復工(防錆有)　数量一覧表

部位

下部工

合計

損傷番号 縦(mm)

100

横(mm)

100

面積(m2)

0.0100

0.2425

深さ(m)

0.05

－

体積(m3)

0.0005

0.0121

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

〃

100

200 100 0.0200 0.05 0.0010

〃

101

200 200 0.0400 0.05 0.0020

〃

102

200 100 0.0200 0.05 0.0010

〃

103

100 100 0.0100 0.05 0.0005

104

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

105

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

106

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

107

〃 150 150 0.0225 0.05 0.0011

108

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

109

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

110

0.20 1.100 0.22033

0.20 2.000 0.40034

35 0.20

0.20

2.000

1.500

0.400

0.30036

0.20 3.800 0.76037

0.20 2.000 0.40038

0.20 2.700 0.54039

0.20 2.300 0.46040

0.20 2.300 0.46041

0.20 1.500 0.30042

0.20 1.200 0.24043

0.20 2.800 0.56044

0.20 1.300 0.26045

0.20 0.800 0.16046

0.20 3.500 0.70047

0.20 1.400 0.28048

0.20 1.200 0.24049

0.20 1.300 0.26050

0.20 1.200 0.24051

0.20 1.100 0.22052

0.20 1.000 0.20053

0.20 1.100 0.22054

0.20 1.100 0.22055

0.20 0.700 0.14056

0.20 2.000 0.40057

0.20 1.100 0.22058

0.20 1.000 0.20059

0.20 1.300 0.26060

0.20 1.000 0.20061

0.20 1.100 0.22062

0.20 0.600 0.12063

0.20 0.700 0.14064

0.20 3.200 0.64065

0.20 0.700 0.14066

0.20 1.300 0.26067

0.20 1.100 0.22068

0.20 2.000 0.40069

0.20 1.800 0.36070

0.30 2.000 0.60071

0.20 2.000 0.40072

0.30 1.300 0.39073

0.20 1.800 0.36074

0.30 1.700 0.51075

0.20 0.800 0.16076

0.20 2.000 0.40077

0.20 1.900 0.38078

0.20 1.900 0.38079

0.20 1.500 0.30080

0.20 1.800 0.36081

0.20 2.300 0.46082

0.20 1.000 0.20083

0.20 0.600 0.12084

0.20 0.900 0.18085

0.20 0.700 0.14086

0.20 0.600 0.12087

0.20 1.300 0.26088

0.20 2.000 0.40089

0.20 1.200 0.24090

0.20 1.700 0.34091

0.20 1.400 0.28092

0.20 2.700 0.54093

0.20 1.700 0.34094

0.20 0.800 0.16095

0.20 1.500 0.30096

0.20 1.300 0.26097

〃 100 100 0.0100 0.05 0.0005

111

〃 200 200 0.0400 0.05 0.0020

112

0.20 1.200 0.24098

0.20 1.200 0.24099

113

114

No.
0.2mm～1.0mm未満

幅(mm) 長さ(m)
幅×長さ

ひびわれ注入工　数量一覧表

断面修復工 詳細図

ポリマーセメントモルタル

鉄筋ケレン
鉄筋防錆処理

既設鉄筋下地処理　　　
プライマー塗布

(鉄筋ケレン･鉄筋防錆処理を含む)

はつり出す
鉄筋裏20mm程度

10mm程度
カッター目地

10mm程度
カッター目地

※施工前に再調査を行い、施工箇所及び数量を決定すること。
※寸法値は、断面はつり作業状況に応じて確認、変更のこと。
※既設鉄筋の裏20mm程度まではつり作業を行い、鉄筋ケレン･
　鉄筋防錆処理を確実に行うこと。対

象

伊唐大橋 補修図(その２１)

下部工(P3橋脚 フーチング)

S=1:150

令和５年３月２４日

28　／　64S=1:150

1

2

3

4

5

6

7

8

100

101

103

102

104

9

105

106
107

10

11

12

13 14

15 16

17

19

18

20

21

22

23

24

25

108

26

28

29

30

27

31

32

33

34

35

109

36

37

38

39

40

41

42

43

44

46

44

45

47 48 49 50 51

52

110

53

55

54

58

56
57

59

60
61

6263

64

65

66

67
68

69

70 71 72

73

74

75 77

76

78 79

80

81

111
112

113 114 82

83

84

858687

8988

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99
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伊唐大橋 表面含浸工図(その３)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

正面図 (P 2側)

3 000

（
2
9
 
2
0
0
）

2
9
 
2
5
1

2 000
4 726

5 174

2 000 6 141

6 589

2 294

1
 
8
0
0

400

4
0
0

2
7
 
4
4
8

3
 
8
0
0

3
 
8
0
0

（
2
9
 
2
0
0
）

3
0
 
4
4
8

3 000

表面含浸工　数量

部位

内側

含侵材塗布工法

算出式

けい酸ナトリウム系

単位

m2

数量

145.106(29.251×3.00-3.80×2.00×2)×2

{(27.448×2.294-0.4×0.4×9+1.80×2.294×1/2)×2+(5.174+4.726)/2×3.80

外側

P3橋脚
(上部)

(30.373×2.294-0.36×0.50×7)×2

合計 m2 638.978

正面 m2 385.615

m2 136.831

内側

30.448 × 3.00 × 2 m2 182.688

正面左側

30.373×3.00×2 m2 182.238

正面図 (P 2側)

3 000

（
3
0
 
3
2
4
）

3
0
 
3
7
3

3
0
 
3
7
3

2 294 3 000

（
3
0
 
3
2
4
）

3
0
 
3
7
3

(30.373×2.294-0.30×0.40×7)×2 m2 137.671正面右側

30.373×3.00×2 m2 182.238外側

P3橋脚
(中部)

上　部 中　部

+(6.589+6.141)/2×3.80)}×2+(5.174+4.726+6.589+6.141)×2.00

500

3
6
0

3
0
 
3
7
3

2 294

400

3
0
0

※P4側も同様 ※P4側も同様

合計 m2 713.409

※表示は平均寸法である。

（
　

　
）

は
鉛

直
寸

法
を

示
す

。
　

2
7
 
4
4
8

1
 
8
0
3

3 
00
0

2
7
 
4
4
8

3
 
0
0
0

(外側)(内側)

P2側 P4側 P4側 P2側

1 - 1断面 2-2断面

A2=385.615㎡

A3=182.688㎡

A1=145.106㎡

(外側)(内側)

P2側 P4側 P4側 P2側

1- 1断面 2-2断面

A1=182.238㎡ A2=136.831㎡ A3=137.671㎡ A4=182.238㎡

※コンクリート表層部が湿潤状態あるいは湿り気を
　帯びた状態で、含侵材塗布を開始すること。
※含浸材塗布は、所要量が浸透するまで繰り返し行
　うこと。なお、塗り回数については、メーカーの
　施工要領に準拠すること。
※作業完了後、メーカーが指定した期間はコンクリ
　ート表面を湿り気を帯びた状態で養生すること。

伊唐大橋 表面含浸工図(その３)

下部工(P3橋脚 上部・中部)

S=1:100

対
象

1

1

2

2 12

12

表面含浸工 詳細図
けい酸ナトリウム系

表面含浸材(けい酸ナトリウム系)

＜施工手順＞
① 下地処理(サンダーケレン)
② 含浸材塗布
③ 清水散布（反応促進）
④ 養生

31　／　64S=1:100

令和５年３月２４日
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伊唐大橋 表面含浸工図(その４)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

(外側)(内側)

側面図 (起点より左側)

正面図 (P 2側)

P2側 P4側 P4側 P2側

A1=582.952㎡

A4=102.805㎡

A5=436.305㎡

平面図（上面） 平面図（下面）

A2=873.600㎡

A3=763.152㎡

P2側 P4側 P2側 P4側

30 000

3
0
 
0
0
0

30 000

3
0
 
0
0
0

5 500

2
 
4
0
0

5 500

2
 
4
0
0

φ3 300

10 666

11 184

4
 
5
0
0

2 400

1
6
 
1
0
7

30 000

5
 
5
0
0

※P4側も同様

※起点より右側も同様

表面含浸工　数量

部位

正面

含侵材塗布工法

算出式

けい酸ナトリウム系

単位

m2

数量

582.952(5.50×30.00+16.107×2.40×2+(10.666+11.184)/2×4.50)×2

6.5×30.00+11.792×30.00×2-2.40×5.50×2

側面内側

P3橋脚
(下部・

ﾌｰﾁﾝｸﾞ)

合計 m2 2761.334

側面外側

(2.75×3.00+(3.00+5.50)/2×13.33-4.50×3.00)×2 m2 102.805

(2.75×3.00+(3.00+5.50)/2×13.33+4.50×30.00+(6.50+30.00)/2×1.00)×2 m2 436.305

30.00×30.00-3.30
2
×π/4×16

3 000

2
 
7
5
0

1
3
 
3
3
0

1
6
 
0
8
0

5 500

6 500

30 000

4
 
5
0
0

4
 
5
0
0

3 000

2
 
7
5
0

1
3
 
3
3
0

1
6
 
0
8
0

上面

下面

m2 876.120

m2 763.152

1
 
0
0
0

5 500

11 792

伊唐大橋 表面含浸工図(その４)

下部工(P3橋脚 下部・フーチング)

S=1:200

対
象

令和５年３月２４日

32　／　64S=1:200

表面含浸工 詳細図
けい酸ナトリウム系

表面含浸材(けい酸ナトリウム系)

＜施工手順＞
① 下地処理(サンダーケレン)
② 含浸材塗布
③ 清水散布（反応促進）
④ 養生

※コンクリート表層部が湿潤状態あるいは湿り気を
　帯びた状態で、含侵材塗布を開始すること。
※含浸材塗布は、所要量が浸透するまで繰り返し行
　うこと。なお、塗り回数については、メーカーの
　施工要領に準拠すること。
※作業完了後、メーカーが指定した期間はコンクリ
　ート表面を湿り気を帯びた状態で養生すること。
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伊唐大橋 防食被覆工図(その２)

北薩地域振興局 農林水産部 農村整備課

工事名

図面名

縮　尺 図面番号

作成年月日

会社名

事業所名

農地整備事業（通作・保全）
　　　　伊唐島地区　委託４－１

株式会社 萩原技研
(TEL 099-222-8700)

伊唐大橋　全体側面図 S=1:3000

長島町役場

P3 P4P2P1A1 P5 P6 A2

伊唐島

工　種

素地調整1種

算出式

  

側面図 (起点より右側)正面図 (P2側) S＝1:200 S＝1:200 平面図（下面）S＝1:200

H.W.L▽1.950

4
5
00

10
0
0

5
50

0

▽7.450

10
0
0

4
5
00 5
50

0

28
5
0

3
 ×

 
8
10

0 
=
 2

4
30

0
2
8
50

30
00

0

11
7
50

5
0
0

5
50

0
50

0
1
1
75

0

30
00

0

6500 2400 12200 2400 6500

30000

2850 3 × 8100 = 24300 2850

30000

１－１ S＝1:100

φ2800

φ3300

（内鋼管）

（外鋼管）

１ １

2850 3 × 8100 = 24300 2850

30000

2850 3 × 8100 = 24300 2850

30000

※P4側も同様 ※起点より左側も同様

φ3300

材料名

水中硬化エポキシ樹脂

水中硬化エポキシ樹脂　塗布量

× 11 kg/m2

単位

kg

数量

× 1.1 ロス率

単位

m
2

数量

防食被覆工　数量表

※本補修設計上にて示す水中硬化エポキシ樹脂製品は「パーミクロンガードH」を想定しているが、
　同等品以上の性能があれば監督員との協議の上、施工承諾できるものとする。

標準施工要領図

2.防食被覆工

水中硬化エポキシ樹脂 

平均5mm厚（標準塗布量11kg/m2）

1.下地処理

 （１種ケレン程度：ISO Sa2以上）

塗装仕様 端部処理

作業中の端部、

塗継箇所

端部をしっかりと押さえて、

塗継の為のテーパーを付ける。

工　程 塗料名
使用量
(k g / m

2
)

素地調整

・海藻類・貝類の付着が多い場合はスクレーパー等でかきおとす。

・素地調整1種ケレン程度(ISO Sa2以上)

・圧着施工前にはマジックロン(不織布研磨材)等で戻り錆・海中微生物等を除去する。

11パーミクロンガードH相当品

標準膜厚
 (μ m)

5 . 0 0 0

施工間隔

直ちに

施工方法

ウェットハンド工法

手で圧着する。

素地調整工

樹脂混合

樹脂塗布

検　査

施工フロー図

・ 鋼材表面の貝類、海藻類、浮き錆を落とす。

　 (ISO Sa2以上)

・ 主剤と硬化剤を1:1の割合で十分に混合する。

・ 対象物との間の水や空気を排除しながら

　 ウェットハンド工法で塗布する。

・ 外観、膜厚など所定の検査を実施する。

塗布工
  

m
2

算出式

※1種ケレンの際は、飛散防止のために防護シート等で養生すること。

塗布工

標準施工仕様　鋼管杭部（参考）

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

3.30 × π × 1.00　× 16

3.30 × π × 1.00　× 16

165.876

165.876

165.876 2007.10

伊唐大橋 防食被覆工図(その２)

下部工(P3橋脚 基礎)

対
象

令和５年３月２４日

34　／　64図　示

【当初】P3主塔補修工事　12/30


